
湯
檜
曽
川
と
谷
川
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湯 ゆ

檜 び

曽
川

そ

が

わ

は
群
馬
県
の
水
上
で
利
根
川
に
流
れ
込
む
渓
流
で
あ
る
。
夏
の
河
原
で
裸
足
に
な
っ
て
、

そ
の
清
流
に
浸
か
る
と
暑
さ
が
引
く
。
靴
を
履
く
と
中
ま
で
冷
え
た
素
足
で
ひ
ん
や
り
涼
し
く
な
る
。

平
成
十
四
年
の
夏
、
義
父
母
と
一
緒
に
家
族
で
こ
こ
を
訪
れ
た
。 

  

湯
檜
曽
川
を
清
水
街
道
に
沿
っ
て
遡
っ
て
行
く
と
、
清
水
ト
ン
ネ
ル
の
入
口
に
上
越
線
土
合
駅
が

在
る
。
登
山
が
趣
味
の
義
父
は
昭
和
五
九
年
の
秋
に
こ
こ
か
ら
谷
川
岳
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
天
神
平
へ

昇
り
谷
川
岳
に
登
っ
た
そ
う
だ
。 

 

谷
川
岳
の
尾
根
か
ら
西
黒
沢
、
マ
チ
ガ
沢
、
一
ノ
倉
沢
な
ど
幾
つ
も
の
沢
が
湯
檜
曽
川
に
向
っ
て

流
れ
落
ち
て
い
る
。
土
合
駅
か
ら
谷
川
岳
に
登
ら
ず
渓
流
に
沿
っ
て
歩
い
て
い
く
と
、
山
道
の
壁
面

プ
レ
ー
ト
に
遭
難
者
の
氏
名
が
い
く
つ
も
刻
ま
れ
て
い
た
。 

  

一
ノ
倉
沢
に
着
く
と
落
ち
て
く
る
水
は
背
筋
が
寒
く
な
る
程
で
は
な
い
け
れ
ど
、
手
が
切
れ
る
よ

う
に
冷
た
か
っ
た
。
遠
景
の
目
の
前
に
聳
え
る
一
ノ
倉
岳
の
岩
場
は
、
雪
渓
か
ら
岩
が
天
に
向
っ
て

反
り
返
る
よ
う
に
垂
直
な
壁
を
つ
く
っ
て
い
た
。
頂
上
を
舞
台
に
湧
き
立
つ
雲
が
舞
い
踊
っ
て
い
る
。 

 

標
高
差
八
百
㍍
を
超
す
壮
大
で
峻
険
な
岩
壁
は
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
聖
地
で
あ
る
。
緑
の
草

木
が
岩
に
し
が
み
つ
き
、
霧
が
岩
場
に
渦
巻
い
て
、
大
空
の
雲
の
影
が
岩
の
壁
面
を
駆
け
巡
っ
て
い

た
。 

 

刻
々
と
変
わ
る
景
色
の
中
を
、
若
人
が
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ム
に
向
っ
て
歩
い
て
行
っ
た
。
そ
の
姿
を

見
て
い
た
親
子
連
れ
の
父
親
が
、
垂
直
な
岩
壁
の
中
に
小
さ
く
人
の
姿
が
見
え
る
と
指
を
差
し
た
。

双
眼
鏡
を
覗
く
と
、
大
き
な
岩
壁
に
張
り
付
い
て
い
る
二
人
の
ク
ラ
イ
マ
ー
が
見
え
た
。 

  

土
合
駅
か
ら
湯
檜
曽
川
を
渡
っ
た
所
に
慰
霊
碑
が
あ
る
。
帰
り
に
立
ち
寄
っ
て
み
る
と
、
上
越
線

の
開
通
し
た
昭
和
六
年
か
ら
谷
川
岳
遭
難
事
故
を
記
録
し
た
横
長
の
銘
板
に
、
遭
難
者
の
名
前
が
刻

ま
れ
て
い
た
。
昭
和
の
登
山
ブ
ー
ム
で
事
故
が
増
え
、
特
に
一
ノ
倉
沢
の
遭
難
者
が
多
く
、
平
成
の

終
り
迄
に
八
百
人
を
超
え
、
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
に
な
っ
て
い
る
そ
う
だ
。
慰
霊
碑
に
は
義
父
の
同
僚

の
息
子
さ
ん
の
名
も
あ
り
、
女
性
の
名
前
も
刻
ま
れ
て
い
た
。
近
年
は
年
間
数
人
だ
け
れ
ど
慰
霊
碑

に
は
こ
れ
か
ら
刻
ま
れ
る
人
の
た
め
の
余
白
ス
ペ
ー
ス
も
残
さ
れ
て
い
た
。 


